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南部中だより 

【７月の南部中】 

 ５月の林間学校に続き，６月は３年生修学旅行と１年生校外学習にでかけてきました。実施でき

たことが何よりですし，特に中学生として今回限りの旅行行事に臨んだ３年生の姿は，仲間との時

間を大切にして丁寧に修学旅行を作り上げているな，と感じました。天気にも恵まれ，私（校長）

にとっても久々の関西は最高の旅でした。１年生校外学習はまさかの梅雨明けとなり，熱中症を心

配しましたがなんとか無事に乗り切ることができました。 

 さて，７月には３年生の部活動集大成となる運動部の総体と吹奏楽部の県コンクールが行われま

す。南中生に限ったことではありませんが，中学校入学の時から新型コロナに惑わされて多くの制

限を受けてきた学年なので，「もっとうまく（強く）なれたはず」という思いはみんな持っていると

思います。過ぎた過去は変えられませんが，最後の戦いまでに残された時間を悔いなく使う，これ

ならできます。部活動の時間だけでなく，自主トレーニングや食事，睡眠などにも気を配り，ベス

トの状態で決戦の日が迎えられるよう生徒自身は調整に最善を尽くし，ご家族の支援もお願いした

いと思います。この先の怪我や熱中症はベストパフォーマンスにとっての致命傷となります。 

 ２０日の終業式には通知票を配りますが，今年度から１学期の通知票所見欄は原則教科所見の記

載のみとなります。教科担任は生徒のやる気と夏休み有効活用のアドバイスになるようなコメント

を書くよう努めますので，ご家庭でも生徒の具体的取組を確認して支援してあげてください。 

 今年の夏休みは通常に近い形で迎えられそうです。昔から「長期休みだからこそできることを…」

とよく言われました。課業期間（授業が行われている期間）中は忙しい中学生にも少し余裕が生ま

れるはずです。自由研究に取り組んだり，高校訪問なども計画的に出かけたりするとよいでしょう。

１学期，生徒たちは授業だけでなく清掃や係・委員会活動にもよく取り組みました。その成果を各

ご家庭でも見られるチャンスだと思います。普段から持っている家庭内での役割に，夏休み期間だ

けでも１つ分担を増やして鍛えてみてはいかがでしょうか。７月中にそのようなお話もご家族でし

てみてください。 

  

【修学旅行】 

３年生は６月７日から修学旅行に行ってきました。初日は興福寺（奈良）で集合写真を撮ってから班

別学習を行い，夕方西本願寺前の旅館に入りました。２日目は宿から京都市内の班別学習に出かけ，夕

方京都観世会館に集合して狂言の鑑賞を行いました。移動時間や見学場所滞在時間などの理由で，元々

計画していた見学場所を回り切れなかった班もあったようですが，どの班も大きなトラブルなく充実し

た２日間を過ごせたようです。最終日は学級ごとに選んだ見学地を訪れた後，全員で清水寺に集まり関

西の旅を終えました。６月の京都はかなりの暑さを覚悟しましたが，思ったより快適な３日間でした。 

７月の行事予定 

 ４日（月） 専門委員会（放課後部活動なし）  ※２日から各部の市総体が始まりました。 

６日（水） 代表委員会  

７日（木） 部活動総体決起集会           

１４日（木） 給食最終日 

１５日（金） 保護者会（３時間授業） 

１９日（火） 大掃除（３時間授業） 

２０日（水） 終業式 

２１日（木） 夏季休業 

２７日（水） 吹奏楽部県コンクール 

              

学校教育目標：心豊かなたくましい生徒の育成 
 ①進んで学習する生徒      ③勤労を重んじる生徒 
 ②礼儀正しくきまりを守る生徒   ④自ら鍛える生徒 

【１年生校外学習】 

１年生は６月２８日に校外学習に行ってきました。時期的に梅雨真っただ中の期日だったため，午前

中は茨城県の自然博物館見学，昼からは屋根付き炊事場がある清水公園での飯盒炊爨を計画しました。

朝から暑い日で，自然博物館での見学は快適でした。昼からも雨の心配はありませんでしたが，猛暑の

中の飯盒炊爨という全く想定しなかった事態となりました。幸い，清水公園の野外炊事場（バーベキュ

ー場）は背の高い木々が太陽光を遮ってくれたため，予想よりも暑さは厳しくありませんでした。班ご

とにかまど係と食材係を決め，協力して作ったカレーはなかなかの出来でした。水が多すぎた班もあっ

たようですが，これもよい『学習』でした。多くの笑顔と協力の姿が見られた１日となりました。１年

生も今後の成長が楽しみです。 


